
ＨＶ車インバータ用冷却水交換時のエア抜き作業 

車名 通称名 型式 
エア抜き

部 
冷却水注入

口 
漏れ点検圧力 

ト
ヨ
タ 

プリウス 

ＮＨＷ１０ ＮＨＷ１１  
ＮＨＷ２０ 

ブリーダ

プラグ リザーブ 
タンク 

37kPa{0.38kgf/cm2} 

ＺＶＷ３０※１ ＺＶＷ３５※１（プラグ

インハイブリッド） 
設定無し 118kPa{1.2kgf/cm2} 

ＳＡＩ ＡＺＫ１０※１ 設定無し 
リザーブ 
タンク 

37kPa{0.38kgf/cm2} 

クラウン 
（ＨＶ車） 

ＪＫＳ１７５ 
エア抜き

管 
リザーブ 
タンク 

29.4kPa{0.3kgf/cm2} 

ＧＷＳ２０４※１ 
ブリーダ

プラグ 
ウォータ 
フィラ 

37kPa{0.38kgf/cm2} 

クラウンセダン ＧＢＳ１２ （ハイブリッド車） 
設定無し

※２ 
ウォータ 
フィラ 

37kPa{0.38kgf/cm2} 

クルーガー 
ＨＶ 

ＭＨＵ２８Ｗ※１ 
ブリーダ

プラグ 
リザーブ 
タンク 

ハリアー 
ＨＶ 

ＭＨＵ３８Ｗ※１ 
ブリーダ

プラグ 
リザーブ 
タンク 

エスティマ 
ＨＶ 

ＡＨＲ１０Ｗ（～2003年 7月生産

車） 
設定無し

※２ ラジエータ

キャップ ＡＨＲ１０Ｗ（2003年 8月～生産

車） 
エア 

抜き管 

ＡＨＲ２０Ｗ※１ 設定無し 
リザーブタ

ンク 

アルファード 
ＨＶ 

ＡＴＨ１０Ｗ 
エア抜き

管 
ラジエータ

キャップ 

クイックデリバ

リー２００ 
ＸＫＵ２８０Ｋ （ハイブリッド車） 設定無し 

ラジエータ

キャップ 

118kPa{1.2kgf/cm2} 
ダイナ２００／

３００ 
トヨエースＧ２５

／Ｇ３５ 
（ＨＶ車） 

ＸＫＵ３０４Ｈ ＸＫＵ３０８Ｈ ＸＫ
Ｕ３３８Ｈ 

ＸＫＵ３４４Ｈ ＸＫＵ３４８Ｈ ＸＫ
Ｕ４１４Ｈ  

ＸＫＵ４２４Ｈ ＸＫＵ５０８Ｈ 

設定無し 
ラジエータ

キャップ 

レ
ク
サ
ス 

ＨＳ２５０ｈ ＡＮＦ１０※１ 設定無し 
リザーブ 
タンク 

37kPa{0.38kgf/cm2} 

ＧＳ４５０ｈ ＧＷＳ１９１※１ 
ブリーダ

プラグ 
ウォータ 
フィラ 

ＬＳ６００ｈ／ｈＬ ＵＶＦ４５※１ ＵＶＦ４６※１ 
エア抜き

管 
リザーブ 
タンク 

118kPa{1.2kgf/cm2} 

ＲＸ４５０ｈ 
ＧＹＬ１０Ｗ※１ ＧＹＬ１５Ｗ※１ Ｇ

ＹＬ１６Ｗ※１ 
設定無し 

リザーブ 
タンク 

※1：エア抜き作業時、整備モードに切り替えてウォータポンプを作動。 

※2：冷却水注入時にホースを手揉みしてのポンピング作業が必要。 
 



 

インバータ用冷却水交換作業手順および注意事項 

抜
き
取
り 

1) ドレンプラグをゆるめ、冷却水を抜き取る。 

  注：① 冷却水が高温のときは作業しない。 

     ② 抜き取った冷却水の量を計測し、記録しておく。 

2) 新品のガスケットに交換し、ドレンプラグを取り付ける 

冷
却
水
注
入
・
エ
ア
抜
き 

1) 冷却水を規定水位まで注入する。 

（ブリーダプラグの使用方法等については、「車種別作業内容」を参照ください。） 

  注：① ブリーダプラグ等のエア抜き部が設定されている車両は、 

必ず使用して注入する。 

    ② 冷却水が注入しにくい場合は、ホースを手で揉んでポンピング 

しながら注入する。 

    ③ 異物混入防止のため、洗浄された容器を使用して注入する。 

    ④ ワイヤハーネス、コネクタ等に冷却水をこぼさないよう注意する。 

2) 規定水位付近で水位を保つように冷却水を補充しながら、ＩＧ ＯＮ、又は 

整備モードにしてウォータポンプを作動させ、規定の時間または状態となったら 

ＩＧ OFF にする。 

3) 規定の時間停止させた後、冷却水を補充し 2)の作業を繰り返し、エア抜きを行う。 

  注：① 補機バッテリの電圧が、ＩＧ OFF 状態で１２Ｖ以上あることを確認してから 

   作業する。 

    ② エア抜きは、エンジンを始動しない（READY 状態にしない）状態で作業する。 

    ③ 以下の判断基準がすべて成立するまで、エア抜き作業を繰り返す。  

Ⅰ．冷却水注入口からエアが出なくなる。 

Ⅱ．IG OFF 時の冷却水の水位が規定の位置から変化しなくなる。 

Ⅲ．インバータ用ウォータポンプの作動音が小さくなる。 

Ⅳ．冷却水充てん量の合計が、「抜き取り量＋こぼれ量」以上になった。  

漏
れ
点
検 

1) ラジエータキャップテスタを用いて指定の圧力（「車種の仕様」参照）まで加圧し、 

圧力が下がらないことを確認する。 

 （圧力が下がった場合は、漏れがないかを確認する。） 

最
終
確
認 

1) 取り外した部品を組み付け、工具、ウェス等の置き忘れがないか確認する。 

2) 整備モードに切り替えて始動（READY 状態）し、Ｐレンジで５分間放置した後、 

規定水位からの水位変化がないか確認する。 

（水位に変化が見られる場合は、エア抜き作業を繰り返す。） 

3) 作業完了後リザーブタンクのＦレベルまで冷却水を補充する。 

 

※：整備モードへの切替方法 

IG ON 状態にて、 ①「Ｐレンジでアクセルを２回全開」 

②「Ｎレンジでアクセルを２回全開」 

③「Ｐレンジでアクセルを２回全開」 

の操作で整備モードに切り替わります。 

IG OFF にすると解除され、通常の状態となります。 



車種別作業内容 

 



 

 

エア抜き時のポンピング作業（エア抜き部設定無し車の内、ポンピング作業が必要な車両） 

 



 

インバータ冷却水交換 
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